
山形県  戸沢村
豊かな自然に四季のかおりと舟唄のこだまする村をつくろう

山形県  戸沢村
豊かな自然に四季のかおりと舟唄のこだまする村をつくろう

2020.9月
定
例
会
 N
o.137  令

和
2年
10月

31日
発
行

発
行
 戸
沢
村
議
会
／
責
任
者
　
加
　
藤
　
文
　
明
　
　
　
編
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
印
刷
 新
光
印
刷
株
式
会
社

〒
999-6401 山

形
県
最
上
郡
戸
沢
村
古
口
270　

　
　
　
　
　
　
　
TEL 0233-72-2113／

FA
X 0233-72-3381

編集
後記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世
界

的
に
広
が
る
中
、
村
議
会
で
は
議
会
機

能
を
維
持
し
村
民
の
安
心
安
全
、
感
染

拡
大
防
止
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
様
に
は
感
染
症
の
予
防
対
策

を
続
け
な
が
ら
風
水
害
に
も
備
え
て
頂

き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
常
任
委
員
　
柿
﨑
　
英
矢

　
９
月
20
日
、
ぽ
ん
ぽ
館
を
会
場

に
第
９
回
戸
沢
村
議
会
議
長
杯
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
好
天
の
中
、
75
名
の
参

加
者
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
優
勝
者
は
庄
司

初
江
さ
ん
で
、
ス
コ
ア
は
60
で
す
。

表
紙
の
言
葉

2020 №137
2020年9月定例会

2020 №137

議会傍聴のお知らせ

12月9日㈬～11日㈮

本議会は、インターネットでもご覧
いただけます。詳しくは議会事務局
☎72-2113にお問い合せください。

次の定例会の予定は下記のとおりです。

4p～5p

13p
14p

3p
令和元年度　一般会計決算審査・特別会計決算審査　　
村政を問い正す！ 6名の議員が一般質問

戸沢村議会活動報告　議会日誌　　

条例改正　常任委員会報告
2p  9月定例会　令和元年度歳出総額67億3182万円を認定

6p～12p
2020 №137

大家族だよ！全員集合!!

◎四世代　8人家族です。
名高地区 荒川幸一郎 さんご家族

大家族だよ！全員集合!!
◆楽しいこと

ひ孫（孫）の成長を日々、
実感すること

◆大変なこと

食事のメニューを考える
こと

◆家族円満の秘訣

みんなが自然と助け合い
協力すること
聞く耳を持って生活する
こと

大家族だよ！全員集合！荒川幸一郎さんご家族（名高地区）
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９
月
定
例
会
は
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
た
。
報
告
事
項
４
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
７
件
、
令
和
元

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
７
件
、
条
例
関
係
６
件
、
協

定
の
変
更
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
１
件
が
提
案
さ
れ
、

全
議
案
を
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
６
議
員
が
登
壇
し
、
職
員
の
業
務
引
継
ぎ
体
制
、

診
療
所
医
師
確
保
、
養
豚
事
業
臭
気
対
策
、
特
別
定
額
給
付
金
、

豪
雨
時
安
全
対
策
、
災
害
時
治
水
対
策
等
に
つ
い
て
、
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

9月
定例会

令和２年

9月
定例会

令和元年度各種会計

歳出総額67億3182万円を認定

１
　
戸
沢
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
行
政
不
服
審
査
法
な
ど
の
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
必
要
な
た
め
条
例
の
一
部

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
　
戸
沢
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
戸
沢
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。
「
寡

婦
の
表
記
を
ひ
と
り
親
」
に
改

め
る
こ
と
、
た
ば
こ
税
の
課
税

標
準
に
つ
い
て
換
算
方
法
を
改

め
る
こ
と
な
ど
が
改
正
内
容
で

す
。

３
　
戸
沢
村
路
線
バ
ス
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
戸
沢
村
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

運
行
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

た
も
の
で
す
。
「
路
線
バ
ス
」

と
い
う
表
記
を
「
村
営
バ
ス
」

に
改
め
た
こ
と
が
主
な
改
正
の

内
容
で
す
。

令和2年度　戸沢村一般会計補正予算（第４号）
補正額　2億600万円　補正後の予算額　50億8300万円
今回の補正は、前年度の決算を受けて、繰入金、繰越金の精査を
行い、７月28日豪雨災害対応予算が計上された。このほか、ぽんぽ
館修繕関連費用、コロナ対策経費、インフルエンザ予防接種に係
る費用、小学校管理経費なども計上されました。

◎戸沢村国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　補正額 91万8千円／補正後の予算額 1591万8千円
　前年度決算による繰越金等の増に伴う
　一般会計繰出金等へ計上
◎戸沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
　補正額 0円／補正後の予算額 5700万円
　主な補正内容（歳出）
　予備費の減額、一般管理費の増額計上
◎戸沢村簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 
　補正額 1487万8千円／補正後の予算額
　　　　　　　　　　　　　　   2億1387万8千円
　主な補正内容（歳出）
　測量設計委託料、工事請負費ほか 1426万8千円

条

例

改

正

常
任
委
員
会
報
告

補正予算

総務費　
・地域振興拠点施設管理運営費　高麗館・ぽんぽ館の
　管理、工事、備品購入費 ………………… 3080万円
・特定個人情報提供電子計算機設置等関連事務委任交
　付金（マイナンバー関連交付金）………220万8千円
衛生費
・予防接種事業費（インフルエンザ予防接種委託料・
　インフルエンザ予防接種補助金等）……269万6千円
農林水産業費
・強い農業・担い手づくり総合支援
　事業費補助金 …………………………… 675万5千円
・県豚熱等侵入防止緊急支援事業費補助金 …300万円
商工費
・村事業継続支援金の増……………………… 150万円
・村プレミアム付商品券発行
　事業費補助金の増 ……………………………590万円
土木費
・除排雪委託料の増 ………………………… 2260万円
・道路新設改良費（岩花・神田地区急傾斜対策、
　今神線・向名高滝通線分）………………… 740万円　
・住宅管理費（真柄住宅ベランダ修繕）…… 270万円　
・村持家住宅整備促進事業費補助金………… 400万円

教育費
・校内ネットワーク整備委託料 … 1355万4千円
・既設タブレット設定変更委託料…229万8千円
・中学校管理費排水管移設工事………200万円　
　　　　　　　　　備品購入費………105万円
災害復旧費　
・災害対策総務費 ……………… 1億2050万円
・農林水産業施設災害復旧費 ………3490万円
・公共土木施設災害復旧費 …………7990万円

◎主な補正内容（歳出）

◎戸沢村公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 
　補正額 141万6千円／補正後の予算額 9691万6千円
　主な補正内容（歳出）
　下水道管渠調査委託料の増 130万円
◎戸沢村農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 
　補正額 90万円／補正後の予算額 1億4190万円
　主な補正内容（歳出）
　修繕費の増 80万円
◎戸沢村介護保険特別会計補正予算（第1号） 
　補正額 1018万9千円／補正後の予算額 7億4118万9千円
　主な補正内容（歳出）
　一般会計繰出し金の増 126万円
　　　　　　予備費の増 794万1千円

一般会計

特別会計

４
　
戸
沢
村
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り

改
正
し
ま
し
た
。

５
　
戸
沢
村
乗
合
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
運
行
に
関
す
る
条
例

の
設
定

　
乗
合
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

運
行
す
る
た
め
に
、
新
た
に
条

例
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。
新

庄
市
や
庄
内
町
を
結
ぶ
路
線
整

備
が
目
的
で
す
。
北
部
地
区
在

住
者
を
対
象
に
、
（
松
坂
・
野

口
・
神
田
・
濁
沢
・
向
名
高
・

名
高
）
、
県
立
新
庄
病
院
を
結

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
９
月
14
日
総
務
文
教
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
教
職
員
定
数

改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
2
分
の
１
復
元
を
は
か
る

た
め
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

の
請
願
を
協
議
し
、
採
択
す
べ

き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
委
員
長
　
柿
﨑
　
英
矢

ぶ
路
線
及
び
、
山
の
内
地
区
在

住
者
を
対
象
に
（
高
屋
・
土
湯
・

草
薙
・
柏
沢
）
、
庄
内
町
を
結

ぶ
路
線
に
つ
い
て
実
証
運
行
を

行
う
た
め
新
た
に
整
備
さ
れ
た

条
例
で
す
。

６
　
戸
沢
村
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

　
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
た
め
新
た
に
整

備
さ
れ
た
条
例
で
す
。

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
７
月
の
豪
雨
災
害
跡
地
を
、

議
員
全
員
で
視
察
し
ま
し
た
。

８
月
１
日
は
蔵
岡
地
区
で
県
よ

り
視
察
に
来
た
吉
村
知
事
に
同

行
し
て
現
地
確
認
、
住
民
の
話

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
は
金
打
坊
地
区
の

崩
れ
た
農
道
や
、
水
田
に
残
さ

れ
た
河
川
ご
み
等
の
確
認
、
岩

花
地
区
、
野
口
地
区
等
の
河
川

の
被
害
箇
所
を
現
地
確
認
し
、

対
策
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
村
内
各
地
の
災
害
跡
地
ま
た

災
害
が
発
生
し
や
す
い
箇
所
を

住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
確
認
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
委
員
長
　
阿
部
　
光
樹

歳出総額67億3182万円を認定

写
真
右
は
金
打
坊
地
区
、

左
は
野
口
地
区
（
野
口
橋
）
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９
月
定
例
会
は
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
た
。
報
告
事
項
４
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
７
件
、
令
和
元

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
７
件
、
条
例
関
係
６
件
、
協

定
の
変
更
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
１
件
が
提
案
さ
れ
、

全
議
案
を
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
６
議
員
が
登
壇
し
、
職
員
の
業
務
引
継
ぎ
体
制
、

診
療
所
医
師
確
保
、
養
豚
事
業
臭
気
対
策
、
特
別
定
額
給
付
金
、

豪
雨
時
安
全
対
策
、
災
害
時
治
水
対
策
等
に
つ
い
て
、
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

9月
定例会

令和２年

9月
定例会

令和元年度各種会計

歳出総額67億3182万円を認定

１
　
戸
沢
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
行
政
不
服
審
査
法
な
ど
の
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
必
要
な
た
め
条
例
の
一
部

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
　
戸
沢
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
戸
沢
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。
「
寡

婦
の
表
記
を
ひ
と
り
親
」
に
改

め
る
こ
と
、
た
ば
こ
税
の
課
税

標
準
に
つ
い
て
換
算
方
法
を
改

め
る
こ
と
な
ど
が
改
正
内
容
で

す
。

３
　
戸
沢
村
路
線
バ
ス
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
戸
沢
村
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

運
行
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

た
も
の
で
す
。
「
路
線
バ
ス
」

と
い
う
表
記
を
「
村
営
バ
ス
」

に
改
め
た
こ
と
が
主
な
改
正
の

内
容
で
す
。

令和2年度　戸沢村一般会計補正予算（第４号）
補正額　2億600万円　補正後の予算額　50億8300万円
今回の補正は、前年度の決算を受けて、繰入金、繰越金の精査を
行い、７月28日豪雨災害対応予算が計上された。このほか、ぽんぽ
館修繕関連費用、コロナ対策経費、インフルエンザ予防接種に係
る費用、小学校管理経費なども計上されました。

◎戸沢村国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　補正額 91万8千円／補正後の予算額 1591万8千円
　前年度決算による繰越金等の増に伴う
　一般会計繰出金等へ計上
◎戸沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
　補正額 0円／補正後の予算額 5700万円
　主な補正内容（歳出）
　予備費の減額、一般管理費の増額計上
◎戸沢村簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 
　補正額 1487万8千円／補正後の予算額
　　　　　　　　　　　　　　   2億1387万8千円
　主な補正内容（歳出）
　測量設計委託料、工事請負費ほか 1426万8千円

条

例

改

正

常
任
委
員
会
報
告

補正予算

総務費　
・地域振興拠点施設管理運営費　高麗館・ぽんぽ館の
　管理、工事、備品購入費 ………………… 3080万円
・特定個人情報提供電子計算機設置等関連事務委任交
　付金（マイナンバー関連交付金）………220万8千円
衛生費
・予防接種事業費（インフルエンザ予防接種委託料・
　インフルエンザ予防接種補助金等）……269万6千円
農林水産業費
・強い農業・担い手づくり総合支援
　事業費補助金 …………………………… 675万5千円
・県豚熱等侵入防止緊急支援事業費補助金 …300万円
商工費
・村事業継続支援金の増……………………… 150万円
・村プレミアム付商品券発行
　事業費補助金の増 ……………………………590万円
土木費
・除排雪委託料の増 ………………………… 2260万円
・道路新設改良費（岩花・神田地区急傾斜対策、
　今神線・向名高滝通線分）………………… 740万円　
・住宅管理費（真柄住宅ベランダ修繕）…… 270万円　
・村持家住宅整備促進事業費補助金………… 400万円

教育費
・校内ネットワーク整備委託料 … 1355万4千円
・既設タブレット設定変更委託料…229万8千円
・中学校管理費排水管移設工事………200万円　
　　　　　　　　　備品購入費………105万円
災害復旧費　
・災害対策総務費 ……………… 1億2050万円
・農林水産業施設災害復旧費 ………3490万円
・公共土木施設災害復旧費 …………7990万円

◎主な補正内容（歳出）

◎戸沢村公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 
　補正額 141万6千円／補正後の予算額 9691万6千円
　主な補正内容（歳出）
　下水道管渠調査委託料の増 130万円
◎戸沢村農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 
　補正額 90万円／補正後の予算額 1億4190万円
　主な補正内容（歳出）
　修繕費の増 80万円
◎戸沢村介護保険特別会計補正予算（第1号） 
　補正額 1018万9千円／補正後の予算額 7億4118万9千円
　主な補正内容（歳出）
　一般会計繰出し金の増 126万円
　　　　　　予備費の増 794万1千円

一般会計

特別会計

４
　
戸
沢
村
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り

改
正
し
ま
し
た
。

５
　
戸
沢
村
乗
合
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
運
行
に
関
す
る
条
例

の
設
定

　
乗
合
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

運
行
す
る
た
め
に
、
新
た
に
条

例
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。
新

庄
市
や
庄
内
町
を
結
ぶ
路
線
整

備
が
目
的
で
す
。
北
部
地
区
在

住
者
を
対
象
に
、
（
松
坂
・
野

口
・
神
田
・
濁
沢
・
向
名
高
・

名
高
）
、
県
立
新
庄
病
院
を
結

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
９
月
14
日
総
務
文
教
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
教
職
員
定
数

改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
2
分
の
１
復
元
を
は
か
る

た
め
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

の
請
願
を
協
議
し
、
採
択
す
べ

き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
委
員
長
　
柿
﨑
　
英
矢

ぶ
路
線
及
び
、
山
の
内
地
区
在

住
者
を
対
象
に
（
高
屋
・
土
湯
・

草
薙
・
柏
沢
）
、
庄
内
町
を
結

ぶ
路
線
に
つ
い
て
実
証
運
行
を

行
う
た
め
新
た
に
整
備
さ
れ
た

条
例
で
す
。

６
　
戸
沢
村
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

　
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
た
め
新
た
に
整

備
さ
れ
た
条
例
で
す
。

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
７
月
の
豪
雨
災
害
跡
地
を
、

議
員
全
員
で
視
察
し
ま
し
た
。

８
月
１
日
は
蔵
岡
地
区
で
県
よ

り
視
察
に
来
た
吉
村
知
事
に
同

行
し
て
現
地
確
認
、
住
民
の
話

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
は
金
打
坊
地
区
の

崩
れ
た
農
道
や
、
水
田
に
残
さ

れ
た
河
川
ご
み
等
の
確
認
、
岩

花
地
区
、
野
口
地
区
等
の
河
川

の
被
害
箇
所
を
現
地
確
認
し
、

対
策
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
村
内
各
地
の
災
害
跡
地
ま
た

災
害
が
発
生
し
や
す
い
箇
所
を

住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
確
認
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
委
員
長
　
阿
部
　
光
樹

歳出総額67億3182万円を認定

写
真
右
は
金
打
坊
地
区
、

左
は
野
口
地
区
（
野
口
橋
）
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Ｑ
　
村
税
の
未
済
額
が
多
い
、

未
済
額
解
消
に
向
け
た
収
納
対

策
は
。

Ａ
　
分
納
に
よ
る
納
税
と
、
預

金
・
国
税
還
付
金
の
差
押
え
や

訪
問
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
入
湯
税
の
内
訳
は
。

Ａ
　
76
・
２
％
（
約
２
７
０
万

円
）
が
ぽ
ん
ぽ
館
で
23
・
８
％

（
約
85
万
円
）
が
紅
で
す
。

Ｑ
　
最
上
川
環
境
保
全
作
業
は

ど
こ
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
入

札
で
業
者
を
決
め
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
真
柄
・
出
舟
・
岩
花
・
蔵

岡
地
区
の
４
箇
所
で
入
札
は
実

施
し
て
い
な
い
。

Ｑ
　
村
債
借
入
額
増
加
し
て
い

る
。
村
政
は
大
丈
夫
な
の
か
。

質
疑
の
主
な
内
容

質
疑
の
主
な
内
容

監
査
意
見
︵
抜
粋
︶

令和元年度
一般会計
決算審査

委 員 長／岡田　孝一議員（右）
副委員長／伊藤　　一議員（左）

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
各

会
計
の
総
計
で
前
年
度
と
比
較

す
る
と
歳
入
が
16
億
８
７
３
３

万
円
の
増
額
、
割
合
に
し
て
30
・

８
％
の
増
、
歳
出
14
億
４
９
７

４
万
円
の
増
額
、
割
合
に
し
て

28
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

現
在
も
建
設
中
の
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
と
平
成
30
年
豪
雨
災

害
関
連
災
害
復
旧
事
業
等
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
戸
沢
村
の
財
政
構
造
は
、
村

税
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
財
源

比
率
が
16
・
５
％
で
、
そ
れ
以

外
は
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財

源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念
さ
れ

る
厳
し
い
状
況
を
示
し
て
い
ま

す
。
経
常
経
費
の
一
層
の
抑
制

に
努
め
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

に
留
意
し
て
、
財
政
基
盤
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
年
々
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事

情
を
考
え
ま
す
と
予
算
編
成
や

補
正
措
置
に
当
た
っ
て
は
綿
密

な
精
査
を
行
い
、
計
画
的
で
適

切
な
予
算
措
置
と
効
率
的
な
執

行
を
要
望
し
ま
す
。

　
今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、
村
民
の
満
足

度
を
高
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

１
．
予
算
執
行
と
事
務
事
業

３
．
財
産
の
管
理
運
用
等

青柳孝一代表監査委員

令和元年度
一般会計
決算審査

令和元年度
特別会計
決算審査

令和元年度
特別会計
決算審査

Ａ
　
残
高
だ
け
を
見
れ
ば
危
険
、

村
債
残
高
は
、
増
加
傾
向
に
あ

り
、
５
年
後
は
70
億
円
に
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
事
業
の
見

直
し
と
経
費
削
減
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
モ
モ
カ
ミ
の
里
植
栽
等
管

理
委
託
料
の
積
算
根
拠
は
。

Ａ
　
年
３
回
の
草
刈
り
や
、
樹

木
の
管
理
・
雪
囲
い
等
で
す
。

今
後
、
委
託
先
・
金
額
も
含
め

検
討
し
て
行
き
ま
す
。

Ｑ
　
養
豚
場
の
悪
臭
で
、
地
域

か
ら
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
原
因
と
対
策
を
。

Ａ
　
村
と
し
て
対
応
し
て
い
る

が
、
本
来
は
民
間
（
企
業
）
の

仕
事
、
問
題
で
す
が
、
臭
い
の

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
対
応
し

て
行
き
た
い
。

Ｑ
　
畜
産
棟
ま
で
の
道
路
状
況

と
除
雪
体
制
は
。

２
．
収
納
対
策

　
村
税
等
の
収
入
が
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
中
で
、
村
税
、
使

用
料
、
負
担
金
の
収
入
未
済
額

が
増
加
し
続
け
る
状
況
下
で
は
、

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
村
税

等
の
収
入
確
保
が
最
優
先
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　
収
入
確
保
に
当
た
っ
て
は
、

引
き
続
き
口
座
振
替
利
用
の
促

進
、
き
め
細
か
な
納
税
相
談
、

徴
収
体
制
の
強
化
な
ど
を
実
施

し
、
収
入
未
済
額
の
圧
縮
・
不

納
欠
損
処
分
額
の
減
少
に
努
め

る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
公
共
施
設
は
昭
和
52
年
度
か

ら
平
成
７
年
度
に
か
け
て
の
整

備
が
集
中
し
て
お
り
、
今
後
更

新
費
用
の
増
大
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
公
共
施
設
を
適
切
に
点
検
、

維
持
管
理
し
長
寿
命
化
を
図
り
、

施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
早
急

に
検
証
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。

Ｑ
　
養
豚
場
へ
の
給
水
管
が
水

田
の
法
面
や
用
水
路
に
入
っ
て

い
る
が
。

Ａ
　
現
在
は
，
仮
設
で
給
水
し

て
い
ま
す
。
村
道
整
備
と
同
時

に
施
工
し
た
い
。

Q
　
今
、
水
道
事
業
を
全
国
的

に
民
営
化
す
べ
き
と
い
う
動
き

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
安
心
・

安
全
に
水
道
水
を
供
給
す
る
に

は
民
営
化
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
は
。

A
　
生
命
に
関
わ
る
も
の
で
す

か
ら
、
私
は
公
共
で
や
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
不
納
欠
損
、

予
算
等
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

行
政
が
責
任
を
果
た
す
べ
き
事

業
と
思
い
ま
す
。

　農
業
集
落
排
水

Ｑ
　
３
地
区
の
普
及
率
と
臭
気

対
策
、
保
守
点
検
は
。

Ａ
　
名
高
１
０
０
％
、
神
田
75
・

８
％
、
本
郷
58
・
５
％
の
普
及

率
で
す
。
年
２
回
の
臭
気
試
験

を
行
い
、
保
守
点
検
は
全
部
委

託
で
す
。

　国
民
健
康
保
険

Ｑ
　
総
務
管
理
費
の
１
４
０
０

万
円
は
、
国
保
連
合
分
か
。

Ａ
　
広
域
連
合
派
遣
職
員
の
給

与
関
係
で
す
。

　
簡
易
水
道

Ｑ
　
収
入
未
済
額
多
い
、
収
納

対
策
は
。

Ａ
　
給
水
停
止
や
収
納
対
策
委

員
会
で
協
議
し
、
滞
納
は
公
平

性
を
欠
く
た
め
、
家
庭
の
事
情

考
慮
し
分
納
等
の
訪
問
相
談
を

実
施
。

備
し
た
い
。

Ｑ
　
鳥
獣
被
害
の
要
因
に
森
林

の
荒
廃
が
あ
る
の
で
は
、
伐
採

だ
け
で
な
く
広
葉
樹
の
植
林
も
。

Ａ
　
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
委
託

料
に
よ
り
、
来
年
度
以
降
個
人

所
有
の
山
林
意
向
調
査
に
入
る
。

Ｑ
　
平
成
二
十
八
年
度
以
降
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
同
一
デ
ザ
イ

ン
で
納
車
で
は
。

Ａ
　
今
年
度
発
注
の
バ
ス
検
査

時
に
確
認
し
、
や
り
直
し
を
指

示
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
角
間
沢
地
区
地
す
べ
り
防

災
対
策
事
業
要
望
活
動
を
。

Ａ
　
林
野
庁
に
要
望
し
て
き
た
。

正
式
に
要
望
書
を
議
会
後
に
準

Ａ
　
村
道
改
修
、
用
地
買
収
は

ま
だ
で
、
除
雪
体
制
も
ま
だ
検

討
し
て
い
な
い
。
悪
臭
問
題
を

解
決
し
て
か
ら
。

区　分
歳　　入 歳　　出

令和元年度決算額 30年度決算額 増減額　　令和元年度決算額 30年度決算額 増減額　　

一般会計

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

介 護 保 険

合計（一般・特会）

区　　　分 決算額（千円） 収納率（％）
村　民　税

入　湯　税
合　　　計

収　納　率

129,605
185,995
16,692
27,901
3,553
363,746

平成30年度
平成29年度
平成28年度
平成２７年度

96.1
91.2
96.1
100.0
100.0
94.1
94.2
94.4
94.7
94.5

固定資産税
軽自動車税
たばこ税

令和元年度　一般会計・特別会計　決算（単位：千円） 

※斜め矢印（記号）は、前年度から見た収納率の増減。

5,887,870

15,172

54,351

232,168

92,376

129,470

749,348

7,160,755

4,216,174

13,666

51,239

238,958

92,421

132,661

728,309

5,473,428

1,671,696

1,506

3,112

▲ 6,790

▲     45

▲ 3,191

21,039

1,687,327

5,484,720

14,474

50,941

228,459

88,573

126,480

738,174

6,731,821

4,017,219

10,509

48,648

233,924

87,207

126,111

708,463

5,232,081

1,467,501

3,965

2,293

▲ 5,465

1,366

369

29,711

1,499,740

令和元年度　村税の決算額と収納率 ※歳入歳出とも千円未満は、四捨五入

Q
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Ａ
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Ａ
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Q

Q

Ａ
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Ｑ
　
村
税
の
未
済
額
が
多
い
、

未
済
額
解
消
に
向
け
た
収
納
対

策
は
。

Ａ
　
分
納
に
よ
る
納
税
と
、
預

金
・
国
税
還
付
金
の
差
押
え
や

訪
問
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
入
湯
税
の
内
訳
は
。

Ａ
　
76
・
２
％
（
約
２
７
０
万

円
）
が
ぽ
ん
ぽ
館
で
23
・
８
％

（
約
85
万
円
）
が
紅
で
す
。

Ｑ
　
最
上
川
環
境
保
全
作
業
は

ど
こ
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
入

札
で
業
者
を
決
め
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
真
柄
・
出
舟
・
岩
花
・
蔵

岡
地
区
の
４
箇
所
で
入
札
は
実

施
し
て
い
な
い
。

Ｑ
　
村
債
借
入
額
増
加
し
て
い

る
。
村
政
は
大
丈
夫
な
の
か
。

質
疑
の
主
な
内
容

質
疑
の
主
な
内
容

監
査
意
見
︵
抜
粋
︶

令和元年度
一般会計
決算審査

委 員 長／岡田　孝一議員（右）
副委員長／伊藤　　一議員（左）

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
各

会
計
の
総
計
で
前
年
度
と
比
較

す
る
と
歳
入
が
16
億
８
７
３
３

万
円
の
増
額
、
割
合
に
し
て
30
・

８
％
の
増
、
歳
出
14
億
４
９
７

４
万
円
の
増
額
、
割
合
に
し
て

28
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

現
在
も
建
設
中
の
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
と
平
成
30
年
豪
雨
災

害
関
連
災
害
復
旧
事
業
等
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
戸
沢
村
の
財
政
構
造
は
、
村

税
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
財
源

比
率
が
16
・
５
％
で
、
そ
れ
以

外
は
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財

源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念
さ
れ

る
厳
し
い
状
況
を
示
し
て
い
ま

す
。
経
常
経
費
の
一
層
の
抑
制

に
努
め
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

に
留
意
し
て
、
財
政
基
盤
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
年
々
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事

情
を
考
え
ま
す
と
予
算
編
成
や

補
正
措
置
に
当
た
っ
て
は
綿
密

な
精
査
を
行
い
、
計
画
的
で
適

切
な
予
算
措
置
と
効
率
的
な
執

行
を
要
望
し
ま
す
。

　
今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、
村
民
の
満
足

度
を
高
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

１
．
予
算
執
行
と
事
務
事
業

３
．
財
産
の
管
理
運
用
等

青柳孝一代表監査委員

令和元年度
一般会計
決算審査

令和元年度
特別会計
決算審査

令和元年度
特別会計
決算審査

Ａ
　
残
高
だ
け
を
見
れ
ば
危
険
、

村
債
残
高
は
、
増
加
傾
向
に
あ

り
、
５
年
後
は
70
億
円
に
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
事
業
の
見

直
し
と
経
費
削
減
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
モ
モ
カ
ミ
の
里
植
栽
等
管

理
委
託
料
の
積
算
根
拠
は
。

Ａ
　
年
３
回
の
草
刈
り
や
、
樹

木
の
管
理
・
雪
囲
い
等
で
す
。

今
後
、
委
託
先
・
金
額
も
含
め

検
討
し
て
行
き
ま
す
。

Ｑ
　
養
豚
場
の
悪
臭
で
、
地
域

か
ら
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
原
因
と
対
策
を
。

Ａ
　
村
と
し
て
対
応
し
て
い
る

が
、
本
来
は
民
間
（
企
業
）
の

仕
事
、
問
題
で
す
が
、
臭
い
の

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
対
応
し

て
行
き
た
い
。

Ｑ
　
畜
産
棟
ま
で
の
道
路
状
況

と
除
雪
体
制
は
。

２
．
収
納
対
策

　
村
税
等
の
収
入
が
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
中
で
、
村
税
、
使

用
料
、
負
担
金
の
収
入
未
済
額

が
増
加
し
続
け
る
状
況
下
で
は
、

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
村
税

等
の
収
入
確
保
が
最
優
先
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　
収
入
確
保
に
当
た
っ
て
は
、

引
き
続
き
口
座
振
替
利
用
の
促

進
、
き
め
細
か
な
納
税
相
談
、

徴
収
体
制
の
強
化
な
ど
を
実
施

し
、
収
入
未
済
額
の
圧
縮
・
不

納
欠
損
処
分
額
の
減
少
に
努
め

る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
公
共
施
設
は
昭
和
52
年
度
か

ら
平
成
７
年
度
に
か
け
て
の
整

備
が
集
中
し
て
お
り
、
今
後
更

新
費
用
の
増
大
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
公
共
施
設
を
適
切
に
点
検
、

維
持
管
理
し
長
寿
命
化
を
図
り
、

施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
早
急

に
検
証
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。

Ｑ
　
養
豚
場
へ
の
給
水
管
が
水

田
の
法
面
や
用
水
路
に
入
っ
て

い
る
が
。

Ａ
　
現
在
は
，
仮
設
で
給
水
し

て
い
ま
す
。
村
道
整
備
と
同
時

に
施
工
し
た
い
。

Q
　
今
、
水
道
事
業
を
全
国
的

に
民
営
化
す
べ
き
と
い
う
動
き

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
安
心
・

安
全
に
水
道
水
を
供
給
す
る
に

は
民
営
化
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
ま
す
が
、
村
長
の
考
え
は
。

A
　
生
命
に
関
わ
る
も
の
で
す

か
ら
、
私
は
公
共
で
や
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
不
納
欠
損
、

予
算
等
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

行
政
が
責
任
を
果
た
す
べ
き
事

業
と
思
い
ま
す
。

　農
業
集
落
排
水

Ｑ
　
３
地
区
の
普
及
率
と
臭
気

対
策
、
保
守
点
検
は
。

Ａ
　
名
高
１
０
０
％
、
神
田
75
・

８
％
、
本
郷
58
・
５
％
の
普
及

率
で
す
。
年
２
回
の
臭
気
試
験

を
行
い
、
保
守
点
検
は
全
部
委

託
で
す
。

　国
民
健
康
保
険

Ｑ
　
総
務
管
理
費
の
１
４
０
０

万
円
は
、
国
保
連
合
分
か
。

Ａ
　
広
域
連
合
派
遣
職
員
の
給

与
関
係
で
す
。

　
簡
易
水
道

Ｑ
　
収
入
未
済
額
多
い
、
収
納

対
策
は
。

Ａ
　
給
水
停
止
や
収
納
対
策
委

員
会
で
協
議
し
、
滞
納
は
公
平

性
を
欠
く
た
め
、
家
庭
の
事
情

考
慮
し
分
納
等
の
訪
問
相
談
を

実
施
。

備
し
た
い
。

Ｑ
　
鳥
獣
被
害
の
要
因
に
森
林

の
荒
廃
が
あ
る
の
で
は
、
伐
採

だ
け
で
な
く
広
葉
樹
の
植
林
も
。

Ａ
　
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
委
託

料
に
よ
り
、
来
年
度
以
降
個
人

所
有
の
山
林
意
向
調
査
に
入
る
。

Ｑ
　
平
成
二
十
八
年
度
以
降
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
同
一
デ
ザ
イ

ン
で
納
車
で
は
。

Ａ
　
今
年
度
発
注
の
バ
ス
検
査

時
に
確
認
し
、
や
り
直
し
を
指

示
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
角
間
沢
地
区
地
す
べ
り
防

災
対
策
事
業
要
望
活
動
を
。

Ａ
　
林
野
庁
に
要
望
し
て
き
た
。

正
式
に
要
望
書
を
議
会
後
に
準

Ａ
　
村
道
改
修
、
用
地
買
収
は

ま
だ
で
、
除
雪
体
制
も
ま
だ
検

討
し
て
い
な
い
。
悪
臭
問
題
を

解
決
し
て
か
ら
。

区　分
歳　　入 歳　　出

令和元年度決算額 30年度決算額 増減額　　令和元年度決算額 30年度決算額 増減額　　

一般会計

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

介 護 保 険

合計（一般・特会）

区　　　分 決算額（千円） 収納率（％）
村　民　税

入　湯　税
合　　　計

収　納　率

129,605
185,995
16,692
27,901
3,553
363,746

平成30年度
平成29年度
平成28年度
平成２７年度

96.1
91.2
96.1
100.0
100.0
94.1
94.2
94.4
94.7
94.5

固定資産税
軽自動車税
たばこ税

令和元年度　一般会計・特別会計　決算（単位：千円） 

※斜め矢印（記号）は、前年度から見た収納率の増減。

5,887,870

15,172

54,351

232,168

92,376

129,470

749,348

7,160,755

4,216,174

13,666

51,239

238,958

92,421

132,661

728,309

5,473,428

1,671,696

1,506

3,112

▲ 6,790

▲     45

▲ 3,191

21,039

1,687,327

5,484,720

14,474

50,941

228,459

88,573

126,480

738,174

6,731,821

4,017,219

10,509

48,648

233,924

87,207

126,111

708,463

5,232,081

1,467,501

3,965

2,293

▲ 5,465

1,366

369

29,711

1,499,740

令和元年度　村税の決算額と収納率 ※歳入歳出とも千円未満は、四捨五入

Q

QQQ

QQQ Ａ

Ａ

Q

Ａ

Ａ

QＡQＡ

ＡＡ

ＡＡQＡ

ＡＡ

Q

Q

Ａ

QＡ Q
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一般質問

阿部光樹　議員

問

　担
当
課
の
移
動
に
よ
り
、

業
務
内
容
の
引
継
ぎ
は
ど
の
様

に
行
っ
て
い
る
の
か
、
す
べ
て

を
把
握
出
来
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

村
長

　口
頭
や
文
書
に
て
速
や

か
に
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

原
則
す
べ
て
を
網
羅
し
て
引
継

ぎ
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
前

任
者
の
説
明
不
足
の
点
や
後
任

者
の
理
解
不
足
と
い
う
問
題
が

全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い

の
で
、
至
ら
な
い
点
に
つ
い
て

は
、
補
完
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Ⅰ阿部　光樹議員………………………………………………………………………………………… 7p
　●職員の引継ぎ体制・対応について
　●鳥獣被害について
　●除雪の体制・状況について
　●地域おこし協力隊・集落支援員について※
Ⅱ加藤　政一議員………………………………………………………………………………………… 8p
　▲診療所医師確保について
　▲過去の豪雨災害の教訓は生かされたのか
　▲義務教育校移行の周知と意見交換は
Ⅲ岡田　孝一議員………………………………………………………………………………………… 9p
　■養豚事業の臭気対策について
　■田沢川改修の進捗状況について
　■村有未利用施設の利用及び処理方針について※
Ⅳ小野　　宏議員 ……………………………………………………………………………………… 10p
　◆特別定額給付金支給対象者の拡大について
Ⅴ富樫　義人議員 ……………………………………………………………………………………… 11p
　★今後の豪雨の際の安全対策について
　★コロナウイルス感染症を考慮した備蓄体制について
　★観光振興の取り組みと経過について
Ⅵ柿﨑　英矢議員 ……………………………………………………………………………………… 12p
　▼災害時の治水対策は
　▼認定こども園について
　▼復興支援・災害ボランティアの重要性について
　※灰色の見出しは、一般質問を行ったが掲載を割愛した質問です。

※一般質問とは、議員個人が村の事務執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
　村長に求め、村が村民のために適切な村政運営を進めているかをチェックするものです。　　　

6名の議員が一般質問
村政を問い正す！村政を問い正す！職

員
の
引
継
ぎ
体
制
に
つ
い
て

問

　災
害
発
生
時
等
、
緊
急
を

要
す
る
場
合
の
職
員
の
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
休
日

や
時
間
外
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け

つ
け
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　戸
沢
村
防
災
会
議
が
策

定
す
る
戸
沢
村
地
域
防
災
計
画

や
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に

よ
り
、
災
害
対
策
本
部
の
組
織

構
成
、
配
備
基
準
と
活
動
内
容

を
定
め
て
お
り
ま
す
。
気
象
警

報
の
発
令
時
等
、
休
日
や
時
間

外
を
問
わ
ず
、
直
ち
に
危
機
管

理
部
門
の
職
員
を
参
集
し
情
報

収
集
・
伝
達
活
動
を
開
始
し
ま

す
。

問

　各
地
区
で
ク
マ
や
サ
ル
、

最
近
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情

報
そ
し
て
私
た
ち
の
食
糧
で
あ

る
農
作
物
へ
の
被
害
情
報
が
多

数
あ
り
ま
す
。
爆
竹
や
花
火
等

で
威
嚇
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

村
の
対
応
で
は
ダ
メ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
民
家
の
近
く
で

も
目
撃
さ
れ
危
険
な
の
で
、
早

め
に
適
切
な
対
応
対
策
を
出
来

な
い
の
か
考
え
を
伺
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

問

　令
和
元
年
９
月
、
初
め
て

の
一
般
質
問
で
伺
い
し
ま
し
た
。

村
長

　サ
ル
の
捕
殺
に
は
危
険

が
伴
う
こ
と
か
ら
、
農
地
や
集

落
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
対
策
が

主
と
な
り
ま
す
。
対
策
チ
ラ
シ

を
作
成
す
る
の
で
、
地
区
内
で

実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

除
雪
の
体
制
・

　状
況
に
つ
い
て

除
雪
を
委
託
し
住
民
か
ら
の
苦

情
や
要
望
、
委
託
業
者
か
ら
の

苦
情
や
要
望
は
ど
の
程
度
あ
っ

た
の
か
、
又
、
今
後
の
除
雪
の

体
制
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
不
慣

れ
に
よ
る
幅
だ
し
不
足
等
や
除

雪
車
が
故
障
で
除
雪
で
き
な
か

っ
た
ト
ラ
ブ
ル
時
に
お
け
る
苦

情
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
前
年
度

同
様
に
民
間
委
託
に
よ
る
除
雪

作
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

農地にサルが出没（角川地区）

重機による除排雪
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一般質問

阿部光樹　議員

問

　担
当
課
の
移
動
に
よ
り
、

業
務
内
容
の
引
継
ぎ
は
ど
の
様

に
行
っ
て
い
る
の
か
、
す
べ
て

を
把
握
出
来
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

村
長

　口
頭
や
文
書
に
て
速
や

か
に
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

原
則
す
べ
て
を
網
羅
し
て
引
継

ぎ
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
前

任
者
の
説
明
不
足
の
点
や
後
任

者
の
理
解
不
足
と
い
う
問
題
が

全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い

の
で
、
至
ら
な
い
点
に
つ
い
て

は
、
補
完
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Ⅰ阿部　光樹議員………………………………………………………………………………………… 7p
　●職員の引継ぎ体制・対応について
　●鳥獣被害について
　●除雪の体制・状況について
　●地域おこし協力隊・集落支援員について※
Ⅱ加藤　政一議員………………………………………………………………………………………… 8p
　▲診療所医師確保について
　▲過去の豪雨災害の教訓は生かされたのか
　▲義務教育校移行の周知と意見交換は
Ⅲ岡田　孝一議員………………………………………………………………………………………… 9p
　■養豚事業の臭気対策について
　■田沢川改修の進捗状況について
　■村有未利用施設の利用及び処理方針について※
Ⅳ小野　　宏議員 ……………………………………………………………………………………… 10p
　◆特別定額給付金支給対象者の拡大について
Ⅴ富樫　義人議員 ……………………………………………………………………………………… 11p
　★今後の豪雨の際の安全対策について
　★コロナウイルス感染症を考慮した備蓄体制について
　★観光振興の取り組みと経過について
Ⅵ柿﨑　英矢議員 ……………………………………………………………………………………… 12p
　▼災害時の治水対策は
　▼認定こども園について
　▼復興支援・災害ボランティアの重要性について
　※灰色の見出しは、一般質問を行ったが掲載を割愛した質問です。

※一般質問とは、議員個人が村の事務執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
　村長に求め、村が村民のために適切な村政運営を進めているかをチェックするものです。　　　

6名の議員が一般質問
村政を問い正す！村政を問い正す！職

員
の
引
継
ぎ
体
制
に
つ
い
て

問

　災
害
発
生
時
等
、
緊
急
を

要
す
る
場
合
の
職
員
の
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
休
日

や
時
間
外
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け

つ
け
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　戸
沢
村
防
災
会
議
が
策

定
す
る
戸
沢
村
地
域
防
災
計
画

や
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に

よ
り
、
災
害
対
策
本
部
の
組
織

構
成
、
配
備
基
準
と
活
動
内
容

を
定
め
て
お
り
ま
す
。
気
象
警

報
の
発
令
時
等
、
休
日
や
時
間

外
を
問
わ
ず
、
直
ち
に
危
機
管

理
部
門
の
職
員
を
参
集
し
情
報

収
集
・
伝
達
活
動
を
開
始
し
ま

す
。

問

　各
地
区
で
ク
マ
や
サ
ル
、

最
近
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情

報
そ
し
て
私
た
ち
の
食
糧
で
あ

る
農
作
物
へ
の
被
害
情
報
が
多

数
あ
り
ま
す
。
爆
竹
や
花
火
等

で
威
嚇
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

村
の
対
応
で
は
ダ
メ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
民
家
の
近
く
で

も
目
撃
さ
れ
危
険
な
の
で
、
早

め
に
適
切
な
対
応
対
策
を
出
来

な
い
の
か
考
え
を
伺
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

問

　令
和
元
年
９
月
、
初
め
て

の
一
般
質
問
で
伺
い
し
ま
し
た
。

村
長

　サ
ル
の
捕
殺
に
は
危
険

が
伴
う
こ
と
か
ら
、
農
地
や
集

落
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
対
策
が

主
と
な
り
ま
す
。
対
策
チ
ラ
シ

を
作
成
す
る
の
で
、
地
区
内
で

実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

除
雪
の
体
制
・

　状
況
に
つ
い
て

除
雪
を
委
託
し
住
民
か
ら
の
苦

情
や
要
望
、
委
託
業
者
か
ら
の

苦
情
や
要
望
は
ど
の
程
度
あ
っ

た
の
か
、
又
、
今
後
の
除
雪
の

体
制
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
不
慣

れ
に
よ
る
幅
だ
し
不
足
等
や
除

雪
車
が
故
障
で
除
雪
で
き
な
か

っ
た
ト
ラ
ブ
ル
時
に
お
け
る
苦

情
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
前
年
度

同
様
に
民
間
委
託
に
よ
る
除
雪

作
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

農地にサルが出没（角川地区）

重機による除排雪
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問

　村
中
央
診
療
所
を
継
続
し

て
い
く
上
で
、
医
師
の
確
保
は

重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

村
長

　渡
邊
医
長
は
、
本
年
３

月
31
日
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
医
長
と
し
て

勤
務
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
県
に
医
師
の
派
遣

を
お
願
い
し
て
来
ま
し
た
が
、

今
年
５
月
か
ら
県
立
新
庄
病
院

よ
り
、
毎
週
火
曜
日
午
前
中
の

み
医
師
の
派
遣
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
に
対
し
引

き
続
き
医
師
派
遣
に
対
す
る
要

望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

　養
豚
事
業
に
お
け
る
臭
気

状
況
や
汚
水
対
策
状
況
を
伺
い

ま
す
。
併
せ
て
、
地
区
座
談
会

の
状
況
と
開
業
後
の
臭
気
調
査

結
果
を
含
め
答
弁
を
求
め
ま
す
。

村
長

　豚
舎
か
ら
の
「
臭
気
問

題
」
に
つ
い
て
は
地
域
住
民
、

議
員
の
皆
様
に
も
ご
心
配
を
お

か
け
し
て
大
変
申
し
訳
な
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
改
善
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
が
、
改
善
効
果

が
現
れ
る
ま
で
の
期
間
が
長
引

い
て
い
ま
す
。

　臭
気
・
水
質
と
も
に
数
値
的

に
は
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま

す
が
、
未
だ
に
地
元
住
民
か
ら

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
た
め
、

診
療
所
の
医
師
の
確
保
は

一般質問 一般質問

岡田孝一　議員

養
豚
事
業
の
臭
気
対
策
の
状
況
は

問

　災
害
（
豪
雨
）
対
策
本
部

が
適
正
に
設
置
さ
れ
、
命
令
の

発
出
が
迅
速
に
行
わ
れ
た
の
か
。

村
長

　一
昨
年
の
教
訓
を
踏
ま

田
沢
川
改
修

　
　進
捗
状
況
は

７
・
２
８
豪
雨
災
害
に

一
昨
年
の
災
害
の
教
訓

は
生
か
さ
れ
た
の
か
？

昨
年
度
後
期
プ
ラ
ン
の
策
定
委

員
会
、
２
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

７
月
に
全
保
護
者
に
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
時
間
的
制
限
も
あ

り
、
十
分
な
意
見
交
換
が
出
来

ま
せ
で
し
た
。
今
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
と
学
校
を
通
し
て
意
見
を

伺
い
ま
す
。

　村
民
へ
の
周
知
は
、
「
広
報

と
ざ
わ
」
へ
の
掲
載
と
区
長
会

で
の
説
明
を
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
の
具
体
的
姿
に
つ
い
て
は
、

開
設
準
備
委
員
会
で
の
検
討
事

項
を
学
校
運
営
協
議
会
で
協
議

し
決
定
し
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
　

義
務
教
育
校
移
行
の

周
知
と
意
見
交
換
は

更
な
る
対
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
村
と
し
て
は
、
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
事
務
局
と
し
て
関

わ
り
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
畑
地

化
振
興
や
地
域
活
性
化
策
と
し

て
重
要
な
事
業
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　７
月
27
日
（
上
松
坂
公
民
館
）

28
日
（
野
口
公
民
館
）
の
住
民

説
明
会
で
は
、
悪
臭
に
対
す
る

不
満
や
大
変
厳
し
い
ご
意
見
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
善

対
策
を
進
め
、
地
域
住
民
か
ら

豚
舎
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
施
設
作
り
に
努

め
ま
す
。
住
民
説
明
会
は
今
回

で
終
わ
り
で
は
な
く
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
改
善
や
、
臭

気
の
改
善
策
の
検
証
を
実
施
し
、

再
度
、
説
明
会
を
開
催
し
情
報

提
供
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問

　耐
え
ら
れ
な
い
臭
い
に
対

す
る
住
民
の
不
安
が
あ
る
。
こ

の
臭
い
を
い
つ
ま
で
解
消
で
き

る
の
か
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
安

心
で
き
る
状
況
を
早
く
作
っ
て

ほ
し
い
。
臭
気
に
つ
い
て
は
、

環
境
基
準
以
下
と
の
答
弁
で
す

が
、
８
月
以
降
も
臭
い
が
ひ
ど

い
と
の
苦
情
が
あ
る
現
状
を
今

後
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
説

明
を
お
願
い
し
た
い
。

問

　田
沢
川
改
修
に
向
け
て
、

野
口
川
合
流
付
近
か
ら
農
業
集

落
排
水
施
設
付
近
ま
で
の
改
修

計
画
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　議
員
か
ら
田
沢
川
護
岸

修
繕
に
関
す
る
内
容
で
、
今
定

例
会
に
限
ら
ず
質
問
を
頂
き
、

村
と
し
て
も
毎
年
９
月
に
県
土

整
備
事
業
に
対
し
て
河
川
砂
防

関
係
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
効
果
的
な
対
策
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
て

参
り
ま
す
。

村
長

　相
手
が
あ
る
こ
と
な
の

で
い
つ
ま
で
と
は
言
え
な
い
。

で
き
る
だ
け
早
く
確
実
に
一
つ

一
つ
徹
底
的
に
改
善
し
て
い
き

た
い
。

　住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

全
戸
配
布
で
農
場
の
現
状
・
改

善
対
策
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
対

応
し
た
い
。

産
業
振
興
課
長

　今
後
、
早
急

に
臭
気
問
題
に
関
す
る
専
門
家

を
招
き
、
何
が
原
因
で
ど
う
い

う
対
応
を
し
て
い
く
か
相
談
し
、

指
導
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
予

定
で
す
。

産
業
振
興
課
長

　今
後
は
、
渡
邊
先
生
か
ら
、

「
体
の
続
く
限
り
」
続
け
る
と

の
言
葉
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、

医
師
二
人
体
制
の
方
向
性
を
模

索
し
な
が
ら
村
医
と
し
て
の
医

師
確
保
に
つ
い
て
各
方
面
に
働

き
掛
け
て
ゆ
き
ま
す
。

え
て
避
難
勧
告
指
示
を
早
期
に

出
す
事
。
事
前
の
備
え
や
避
難

を
含
め
、
可
能
な
限
り
明
る
い

う
ち
の
対
応
を
基
本
に
し
ま
し

た
。

問

　村
職
員
の
配
置
を
的
確
に

行
い
、
被
災
状
況
確
認
や
避
難

所
の
準
備
等
は
行
わ
れ
た
の
か
。

村
長

　洪
水
警
報
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
発
表
を
受
け
、
災
害

対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
被
害

状
況
確
認
と
避
難
所
開
設
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
ま
ぐ

る
し
く
状
況
が
変
化
し
対
応
が

難
し
か
っ
た
点
も
あ
り
、
今
後

に
備
え
点
検
を
行
っ
て
行
き
ま

す
。

問

　蔵
岡
地
区
、
角
間
沢
川
防

災
拠
点
に
つ
い
て
、
迅
速
な
要

求
及
び
稼
動
が
な
さ
れ
た
の
か
。

村
長

　樋
管
作
業
員
の
出
動
及

び
排
水
ポ
ン
プ
車
配
置
は
迅
速

に
対
応
さ
れ
た
も
の
の
、
自
然

排
水
が
勝
る
状
態
が
続
き
ポ
ン

プ
稼
動
用
件
を
満
た
す
ま
で
相

当
の
時
間
を
要
し
た
結
果
、
内

水
冠
水
後
の
運
転
と
な
り
ま
し

た
。
一
昨
年
に
続
く
内
水
冠
水

の
打
開
に
向
け
、
８
月
21
日
に

新
庄
河
川
事
務
所
に
赴
き
改
善

申
し
入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

問

　令
和
３
年
４
月
か
ら
の
戸

沢
小
、
中
学
校
の
義
務
教
育
校

へ
の
移
行
に
向
け
た
村
民
へ
の

説
明
と
、
保
護
者
の
理
解
に
向

け
た
説
明
と
意
見
交
換
が
十
分

行
わ
れ
た
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　保
護
者
へ
の
周
知
は

教
育
長

内水排水作業（蔵岡地区）

戸沢小中学校生徒会活動田沢川（野口地区）

豚舎（松坂・天ヶ沢地区）
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問

　村
中
央
診
療
所
を
継
続
し

て
い
く
上
で
、
医
師
の
確
保
は

重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

村
長

　渡
邊
医
長
は
、
本
年
３

月
31
日
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
医
長
と
し
て

勤
務
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
県
に
医
師
の
派
遣

を
お
願
い
し
て
来
ま
し
た
が
、

今
年
５
月
か
ら
県
立
新
庄
病
院

よ
り
、
毎
週
火
曜
日
午
前
中
の

み
医
師
の
派
遣
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
に
対
し
引

き
続
き
医
師
派
遣
に
対
す
る
要

望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

　養
豚
事
業
に
お
け
る
臭
気

状
況
や
汚
水
対
策
状
況
を
伺
い

ま
す
。
併
せ
て
、
地
区
座
談
会

の
状
況
と
開
業
後
の
臭
気
調
査

結
果
を
含
め
答
弁
を
求
め
ま
す
。

村
長

　豚
舎
か
ら
の
「
臭
気
問

題
」
に
つ
い
て
は
地
域
住
民
、

議
員
の
皆
様
に
も
ご
心
配
を
お

か
け
し
て
大
変
申
し
訳
な
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
改
善
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
が
、
改
善
効
果

が
現
れ
る
ま
で
の
期
間
が
長
引

い
て
い
ま
す
。

　臭
気
・
水
質
と
も
に
数
値
的

に
は
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま

す
が
、
未
だ
に
地
元
住
民
か
ら

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
た
め
、

診
療
所
の
医
師
の
確
保
は

一般質問 一般質問

岡田孝一　議員

養
豚
事
業
の
臭
気
対
策
の
状
況
は

問

　災
害
（
豪
雨
）
対
策
本
部

が
適
正
に
設
置
さ
れ
、
命
令
の

発
出
が
迅
速
に
行
わ
れ
た
の
か
。

村
長

　一
昨
年
の
教
訓
を
踏
ま

田
沢
川
改
修

　
　進
捗
状
況
は

７
・
２
８
豪
雨
災
害
に

一
昨
年
の
災
害
の
教
訓

は
生
か
さ
れ
た
の
か
？

昨
年
度
後
期
プ
ラ
ン
の
策
定
委

員
会
、
２
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

７
月
に
全
保
護
者
に
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
時
間
的
制
限
も
あ

り
、
十
分
な
意
見
交
換
が
出
来

ま
せ
で
し
た
。
今
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
と
学
校
を
通
し
て
意
見
を

伺
い
ま
す
。

　村
民
へ
の
周
知
は
、
「
広
報

と
ざ
わ
」
へ
の
掲
載
と
区
長
会

で
の
説
明
を
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
の
具
体
的
姿
に
つ
い
て
は
、

開
設
準
備
委
員
会
で
の
検
討
事

項
を
学
校
運
営
協
議
会
で
協
議

し
決
定
し
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
　

義
務
教
育
校
移
行
の

周
知
と
意
見
交
換
は

更
な
る
対
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
村
と
し
て
は
、
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
事
務
局
と
し
て
関

わ
り
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
畑
地

化
振
興
や
地
域
活
性
化
策
と
し

て
重
要
な
事
業
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　７
月
27
日
（
上
松
坂
公
民
館
）

28
日
（
野
口
公
民
館
）
の
住
民

説
明
会
で
は
、
悪
臭
に
対
す
る

不
満
や
大
変
厳
し
い
ご
意
見
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
善

対
策
を
進
め
、
地
域
住
民
か
ら

豚
舎
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
施
設
作
り
に
努

め
ま
す
。
住
民
説
明
会
は
今
回

で
終
わ
り
で
は
な
く
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
改
善
や
、
臭

気
の
改
善
策
の
検
証
を
実
施
し
、

再
度
、
説
明
会
を
開
催
し
情
報

提
供
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問

　耐
え
ら
れ
な
い
臭
い
に
対

す
る
住
民
の
不
安
が
あ
る
。
こ

の
臭
い
を
い
つ
ま
で
解
消
で
き

る
の
か
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
安

心
で
き
る
状
況
を
早
く
作
っ
て

ほ
し
い
。
臭
気
に
つ
い
て
は
、

環
境
基
準
以
下
と
の
答
弁
で
す

が
、
８
月
以
降
も
臭
い
が
ひ
ど

い
と
の
苦
情
が
あ
る
現
状
を
今

後
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
説

明
を
お
願
い
し
た
い
。

問

　田
沢
川
改
修
に
向
け
て
、

野
口
川
合
流
付
近
か
ら
農
業
集

落
排
水
施
設
付
近
ま
で
の
改
修

計
画
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　議
員
か
ら
田
沢
川
護
岸

修
繕
に
関
す
る
内
容
で
、
今
定

例
会
に
限
ら
ず
質
問
を
頂
き
、

村
と
し
て
も
毎
年
９
月
に
県
土

整
備
事
業
に
対
し
て
河
川
砂
防

関
係
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
効
果
的
な
対
策
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
て

参
り
ま
す
。

村
長

　相
手
が
あ
る
こ
と
な
の

で
い
つ
ま
で
と
は
言
え
な
い
。

で
き
る
だ
け
早
く
確
実
に
一
つ

一
つ
徹
底
的
に
改
善
し
て
い
き

た
い
。

　住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

全
戸
配
布
で
農
場
の
現
状
・
改

善
対
策
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
対

応
し
た
い
。

産
業
振
興
課
長

　今
後
、
早
急

に
臭
気
問
題
に
関
す
る
専
門
家

を
招
き
、
何
が
原
因
で
ど
う
い

う
対
応
を
し
て
い
く
か
相
談
し
、

指
導
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
予

定
で
す
。

産
業
振
興
課
長

　今
後
は
、
渡
邊
先
生
か
ら
、

「
体
の
続
く
限
り
」
続
け
る
と

の
言
葉
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、

医
師
二
人
体
制
の
方
向
性
を
模

索
し
な
が
ら
村
医
と
し
て
の
医

師
確
保
に
つ
い
て
各
方
面
に
働

き
掛
け
て
ゆ
き
ま
す
。

え
て
避
難
勧
告
指
示
を
早
期
に

出
す
事
。
事
前
の
備
え
や
避
難

を
含
め
、
可
能
な
限
り
明
る
い

う
ち
の
対
応
を
基
本
に
し
ま
し

た
。

問

　村
職
員
の
配
置
を
的
確
に

行
い
、
被
災
状
況
確
認
や
避
難

所
の
準
備
等
は
行
わ
れ
た
の
か
。

村
長

　洪
水
警
報
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
発
表
を
受
け
、
災
害

対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
被
害

状
況
確
認
と
避
難
所
開
設
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
ま
ぐ

る
し
く
状
況
が
変
化
し
対
応
が

難
し
か
っ
た
点
も
あ
り
、
今
後

に
備
え
点
検
を
行
っ
て
行
き
ま

す
。

問

　蔵
岡
地
区
、
角
間
沢
川
防

災
拠
点
に
つ
い
て
、
迅
速
な
要

求
及
び
稼
動
が
な
さ
れ
た
の
か
。

村
長

　樋
管
作
業
員
の
出
動
及

び
排
水
ポ
ン
プ
車
配
置
は
迅
速

に
対
応
さ
れ
た
も
の
の
、
自
然

排
水
が
勝
る
状
態
が
続
き
ポ
ン

プ
稼
動
用
件
を
満
た
す
ま
で
相

当
の
時
間
を
要
し
た
結
果
、
内

水
冠
水
後
の
運
転
と
な
り
ま
し

た
。
一
昨
年
に
続
く
内
水
冠
水

の
打
開
に
向
け
、
８
月
21
日
に

新
庄
河
川
事
務
所
に
赴
き
改
善

申
し
入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

問

　令
和
３
年
４
月
か
ら
の
戸

沢
小
、
中
学
校
の
義
務
教
育
校

へ
の
移
行
に
向
け
た
村
民
へ
の

説
明
と
、
保
護
者
の
理
解
に
向

け
た
説
明
と
意
見
交
換
が
十
分

行
わ
れ
た
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

　保
護
者
へ
の
周
知
は

教
育
長

内水排水作業（蔵岡地区）

戸沢小中学校生徒会活動田沢川（野口地区）

豚舎（松坂・天ヶ沢地区）
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一般質問 一般質問

富樫義人　議員

今
後
の
豪
雨
の
際
の
安
全
対
策
は

問

　７
月
末
に
発
生
し
た
豪
雨

に
よ
り
、
近
隣
で
は
新
庄
市
や

大
蔵
村
、
大
石
田
町
な
ど
浸
水

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
被
害
状
況
と
今
後
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長

　防
災
無
線
の
呼
び
か
け

や
、
村
民
の
防
災
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
戸
沢
村

32
地
区
の
う
ち
31
地
区
で
自
主

防
災
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
の

で
、
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
た

訓
練
が
実
施
で
き
る
よ
う
支
援

し
、
地
域
防
災
力
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問

　今
回
の
よ
う
に
豪
雨
対
策

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
外
出

の
自
粛
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

に
対
し
て
の
休
業
要
請
が
出
さ

れ
る
中
、
国
は
全
国
民
一
律
に

特
別
定
額
給
付
金
を
給
付
し
ま

新
生
児
に
も
村
独
自
の
特
別
定
額
給
付
金
を

し
た
。

　戸
沢
村
は
、
人
口
わ
ず
か
４

３
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
村
で

す
が
、
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ

村
民
の
声
や
生
活
、
事
業
経
営

へ
の
影
響
が
い
ち
早
く
届
き
ま

す
。　定

住
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
、

村
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な
る

第
５
次
総
合
計
画
、
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
中
、
戸

沢
村
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
を
立
ち
上
げ
、
集
合
住
宅

や
戸
建
住
宅
と
い
っ
た
若
者
向

け
住
宅
を
考
え
て
い
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
戸
沢
村
に
住
ん
で

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今
回
支
給
さ
れ
た
特
別
定
額

給
付
金
は
令
和
２
年
４
月
27
日

現
在
の
住
基
情
報
で
支
給
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
い
ま
だ
終
息
が
見

え
な
い
状
況
下
に
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　そ
の
た
め
、
令
和
２
年
４
月

28
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児

に
対
し
て
も
戸
沢
村
独
自
の
特

別
定
額
給
付
金
を
支
給
し
て
は

と
提
案
し
ま
す
。
村
長
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　年
度
末
ま
で
生
ま
れ
た

新
生
児
に
村
独
自
の
特
別
定
額

給
付
金
を
支
給
し
て
は
と
の
議

員
の
提
案
で
す
が
、
対
象
新
生

児
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
至
急

実
施
の
方
向
で
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

　対
象
と
な
る
新
生
児
の
人

数
は
何
人
位
い
る
の
か
、
ま
た
、

同
じ
年
度
で
も
ら
っ
た
子
、
も

ら
わ
な
か
っ
た
子
の
差
別
化
、

不
公
平
感
が
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
早
急
な
対

応
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
村

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

　令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
の
支
給
対
象
見
込

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
お
い
て
、
迅

速
か
つ
的
確
に
家
計
の
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
給
付
額
は
１
人
、
10
万
円

対
象
は
４
月
27
日
現
在
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者

の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
。

特
別
定
額
給
付
金
と
は

み
数
は
12
人
ほ
ど
で
す
。

村
長

　翌
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
に
つ
い
て
対
象
に
す
る
の

か
も
含
め
、
今
後
の
動
き
と
な

り
ま
す
が
、
議
員
の
皆
様
と
相

談
し
な
が
ら
速
や
か
に
実
施
の

方
向
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

に
加
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
も
気
を
配
る
と

い
う
異
例
の
状
況
で
、
今
ま
で

の
備
蓄
品
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
必

要
な
備
蓄
品
の
準
備
は
出
来
て

い
る
の
か
。

村
長

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
は
治
療
法
が

確
立
し
て
お
ら
ず
、
継
続
し
た

対
応
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
を
要
す
る
消
毒
用
ア
ル
コ

ー
ル
や
非
接
触
型
体
温
計
、
マ

ス
ク
等
に
つ
い
て
管
理
運
営
上

必
要
な
数
量
に
加
え
て
購
入
し

避
難
所
内
で
使
用
し
ま
し
た
。

　今
後
に
備
え
必
要
品
目
及
び

観
光
振
興
の
取
り

　
　組
み
と
経
過
は

問

　戸
沢
村
独
自
の
経
済
対
策

と
し
て
、
戸
沢
村
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
８
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
、
宿
泊
に
３
０

０
０
円
、
体
験
に
１
０
０
０
円

を
助
成
す
る
と
い
う
内
容
の
チ

ラ
シ
が
全
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
業
者
に
と
っ
て
は
良
い
取

り
組
み
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

予
算
額
と
こ
れ
ま
で
の
利
用
者

数
を
伺
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

　村
内
11
の

事
業
者
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て

お
り
、
予
算
額
は
４
０
０
万
円

で
、
８
月
末
現
在
で
、
宿
泊
施

設
利
用
者
が
35
人
、
体
験
型
観

光
施
設
利
用
者
が
３
６
６
人
、

計
４
０
１
人
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
執
行
予
定
額
は
47
万
１
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
９
月
ま

で
の
期
限
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
、
第
２
弾
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問

　戸
沢
村
は
観
光
の
村
で
も

数
量
を
点
検
し
不
足
分
の
補
充
、

水
や
食
料
な
ど
中
長
期
を
見
据

え
て
計
画
的
に
備
蓄
を
行
い
ま

す
。

問

　保
育
所
や
学
校
、
公
共
施

設
に
ス
タ
ン
ド
型
の
非
接
触
型

体
温
計
を
設
置
す
べ
き
と
思
う

が
対
応
を
伺
い
ま
す
。

危
機
管
理
室
長

　こ
れ
ま
で
購

入
し
た
非
接
触
型
体
温
計
は
、

手
に
も
っ
て
使
う
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
タ
ン
ド
型
の
体

温
測
定
器
は
国
の
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
通
過
す
る
方
を
検

温
で
き
る
よ
う
、
各
所
管
課
に

設
置
個
所
、
数
量
を
確
認
の
う

え
購
入
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
危
機
管
理
室

と
し
て
も
購
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
ま
と
も

に
受
け
て
い
る
観
光
を
支
援
す

る
た
め
に
も
、
村
長
が
先
頭
に

立
っ
て
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
Ｐ
Ｒ

す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
考
え

を
伺
い
ま
す
。

村
長

　具
体
的
な
対
応
と
し
て

は
、
今
議
会
中
の
９
月
14
日
に
、

「
ネ
ク
ス
ト
と
ざ
わ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
開
催
し
て
、
村
内
観

光
事
業
者
や
各
種
団
体
の
皆
さ

ま
よ
り
、
決
意
や
激
励
を
い
た

だ
き
、
実
際
に
舟
下
り
を
行
い

な
が
ら
、
村
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
予
定
で
す
。

危
機
管
理
室
長

ま
ち
づ
く
り
課
長

スタンド型体温計

白糸の滝ドライブイン

健
康
福
祉
課
長
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一般質問 一般質問

富樫義人　議員

今
後
の
豪
雨
の
際
の
安
全
対
策
は

問

　７
月
末
に
発
生
し
た
豪
雨

に
よ
り
、
近
隣
で
は
新
庄
市
や

大
蔵
村
、
大
石
田
町
な
ど
浸
水

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
被
害
状
況
と
今
後
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長

　防
災
無
線
の
呼
び
か
け

や
、
村
民
の
防
災
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
戸
沢
村

32
地
区
の
う
ち
31
地
区
で
自
主

防
災
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
の

で
、
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
た

訓
練
が
実
施
で
き
る
よ
う
支
援

し
、
地
域
防
災
力
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問

　今
回
の
よ
う
に
豪
雨
対
策

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
外
出

の
自
粛
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

に
対
し
て
の
休
業
要
請
が
出
さ

れ
る
中
、
国
は
全
国
民
一
律
に

特
別
定
額
給
付
金
を
給
付
し
ま

新
生
児
に
も
村
独
自
の
特
別
定
額
給
付
金
を

し
た
。

　戸
沢
村
は
、
人
口
わ
ず
か
４

３
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
村
で

す
が
、
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ

村
民
の
声
や
生
活
、
事
業
経
営

へ
の
影
響
が
い
ち
早
く
届
き
ま

す
。　定

住
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
、

村
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な
る

第
５
次
総
合
計
画
、
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
中
、
戸

沢
村
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
を
立
ち
上
げ
、
集
合
住
宅

や
戸
建
住
宅
と
い
っ
た
若
者
向

け
住
宅
を
考
え
て
い
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
戸
沢
村
に
住
ん
で

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今
回
支
給
さ
れ
た
特
別
定
額

給
付
金
は
令
和
２
年
４
月
27
日

現
在
の
住
基
情
報
で
支
給
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
い
ま
だ
終
息
が
見

え
な
い
状
況
下
に
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　そ
の
た
め
、
令
和
２
年
４
月

28
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児

に
対
し
て
も
戸
沢
村
独
自
の
特

別
定
額
給
付
金
を
支
給
し
て
は

と
提
案
し
ま
す
。
村
長
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　年
度
末
ま
で
生
ま
れ
た

新
生
児
に
村
独
自
の
特
別
定
額

給
付
金
を
支
給
し
て
は
と
の
議

員
の
提
案
で
す
が
、
対
象
新
生

児
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
至
急

実
施
の
方
向
で
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

　対
象
と
な
る
新
生
児
の
人

数
は
何
人
位
い
る
の
か
、
ま
た
、

同
じ
年
度
で
も
ら
っ
た
子
、
も

ら
わ
な
か
っ
た
子
の
差
別
化
、

不
公
平
感
が
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
早
急
な
対

応
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
村

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

　令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
の
支
給
対
象
見
込

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
お
い
て
、
迅

速
か
つ
的
確
に
家
計
の
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
給
付
額
は
１
人
、
10
万
円

対
象
は
４
月
27
日
現
在
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者

の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
。

特
別
定
額
給
付
金
と
は

み
数
は
12
人
ほ
ど
で
す
。

村
長

　翌
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
に
つ
い
て
対
象
に
す
る
の

か
も
含
め
、
今
後
の
動
き
と
な

り
ま
す
が
、
議
員
の
皆
様
と
相

談
し
な
が
ら
速
や
か
に
実
施
の

方
向
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

に
加
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
も
気
を
配
る
と

い
う
異
例
の
状
況
で
、
今
ま
で

の
備
蓄
品
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
必

要
な
備
蓄
品
の
準
備
は
出
来
て

い
る
の
か
。

村
長

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
は
治
療
法
が

確
立
し
て
お
ら
ず
、
継
続
し
た

対
応
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
を
要
す
る
消
毒
用
ア
ル
コ

ー
ル
や
非
接
触
型
体
温
計
、
マ

ス
ク
等
に
つ
い
て
管
理
運
営
上

必
要
な
数
量
に
加
え
て
購
入
し

避
難
所
内
で
使
用
し
ま
し
た
。

　今
後
に
備
え
必
要
品
目
及
び

観
光
振
興
の
取
り

　
　組
み
と
経
過
は

問

　戸
沢
村
独
自
の
経
済
対
策

と
し
て
、
戸
沢
村
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
８
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
、
宿
泊
に
３
０

０
０
円
、
体
験
に
１
０
０
０
円

を
助
成
す
る
と
い
う
内
容
の
チ

ラ
シ
が
全
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
業
者
に
と
っ
て
は
良
い
取

り
組
み
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

予
算
額
と
こ
れ
ま
で
の
利
用
者

数
を
伺
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

　村
内
11
の

事
業
者
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て

お
り
、
予
算
額
は
４
０
０
万
円

で
、
８
月
末
現
在
で
、
宿
泊
施

設
利
用
者
が
35
人
、
体
験
型
観

光
施
設
利
用
者
が
３
６
６
人
、

計
４
０
１
人
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
執
行
予
定
額
は
47
万
１
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
９
月
ま

で
の
期
限
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
、
第
２
弾
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問

　戸
沢
村
は
観
光
の
村
で
も

数
量
を
点
検
し
不
足
分
の
補
充
、

水
や
食
料
な
ど
中
長
期
を
見
据

え
て
計
画
的
に
備
蓄
を
行
い
ま

す
。

問

　保
育
所
や
学
校
、
公
共
施

設
に
ス
タ
ン
ド
型
の
非
接
触
型

体
温
計
を
設
置
す
べ
き
と
思
う

が
対
応
を
伺
い
ま
す
。

危
機
管
理
室
長

　こ
れ
ま
で
購

入
し
た
非
接
触
型
体
温
計
は
、

手
に
も
っ
て
使
う
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
タ
ン
ド
型
の
体

温
測
定
器
は
国
の
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
通
過
す
る
方
を
検

温
で
き
る
よ
う
、
各
所
管
課
に

設
置
個
所
、
数
量
を
確
認
の
う

え
購
入
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
危
機
管
理
室

と
し
て
も
購
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
ま
と
も

に
受
け
て
い
る
観
光
を
支
援
す

る
た
め
に
も
、
村
長
が
先
頭
に

立
っ
て
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
Ｐ
Ｒ

す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
考
え

を
伺
い
ま
す
。

村
長

　具
体
的
な
対
応
と
し
て

は
、
今
議
会
中
の
９
月
14
日
に
、

「
ネ
ク
ス
ト
と
ざ
わ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
開
催
し
て
、
村
内
観

光
事
業
者
や
各
種
団
体
の
皆
さ

ま
よ
り
、
決
意
や
激
励
を
い
た

だ
き
、
実
際
に
舟
下
り
を
行
い

な
が
ら
、
村
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
予
定
で
す
。

危
機
管
理
室
長

ま
ち
づ
く
り
課
長

スタンド型体温計

白糸の滝ドライブイン

健
康
福
祉
課
長



問

　大
規
模
氾
濫
発
生
等
を
想

定
し
た
対
策
を
、
ど
の
よ
う
に

講
じ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　７
月
28
日
豪
雨
に
よ
り

金
打
坊
、
出
舟
地
域
の
農
地
が

冠
水
し
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
避
難
者
数
は
３
５
７
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
よ
り

避
難
訓
練
等
を
実
施
す
る
中
で

今
後
、
意
識
を
変
え
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問

　越
水
に
よ
る
堤
防
決
壊
を

防
ぐ
為
の
堤
防
強
化
の
重
要
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長

　人
的
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
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柿﨑英矢　議員

一般質問
豪
雨
災
害
時
の
治
水
対
策
は

自
分
の
命
は
自
分
が
守
る
意
識

を
持
ち
避
難
す
る
こ
と
し
か
な

い
と
思
い
ま
す
。

　河
川
管
理
と
し
て
は
浚
渫
や

支
障
木
等
の
伐
採
、
築
堤
の
補

強
等
、
必
要
と
な
る
手
立
て
を

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

問

　全
国
的
に
見
て
も
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

危
険
地
区
に
被
災
箇
所
が
集
中

し
て
い
ま
す
。
古
口
地
域
で
は

２
３
０
軒
の
水
害
被
害
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
対
応

を
伺
い
ま
す
。

危
機
管
理
室
長

　戸
沢
村
で
は

危
険
個
所
が
89
箇
所
あ
り
ま
す
。

今
後
、
関
係
機
関
と
情
報
交
換

を
行
い
、
議
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
心
配
さ
れ
る
部
分
を

払
拭
し
て
い
き
ま
す
。

問

　戸
沢
村
上
流
の
市
町
村
で

の
堤
防
か
さ
上
げ
工
事
が
進
ん

で
い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ

の
場
合
、
最
上
川
な
ど
の
流
量

が
増
え
、
危
険
水
位
と
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
危
険
性
の
解

消
に
向
け
、
国
、
県
へ
の
要
望

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

村
長

　今
後
の
堤
防
強
化
の
重

要
性
を
要
望
し
て
行
く
の
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

問

　全
国
的
に
は
認
定
こ
ど
も

園
数
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
幼
稚
園
教
諭
資
格
取
得
な

ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
承
知

し
て
い
ま
す
。
３
月
定
例
会
の

質
問
で
も
認
定
こ
ど
も
園
の
考

え
を
伺
い
ま
し
た
が
、
現
在
の

経
過
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

教
育
長

　子
育
て
支
援
事
業
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
認
定
保
育
所
を
希
望
す

る
と
し
た
回
答
が
50
・
６
％
、

幼
稚
園
が
27
・
１
％
、
認
定
子

ど
も
園
15
・
３
％
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

か
ら
保
護
者
の
希
望
を
推
し
量

る
に
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

関
係
者
と
の
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

問

　復
興
支
援
の
為
に
果
た
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
に
つ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　に
つ
い
て

認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　に
つ
い
て

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　一
昨
年
、
戸
沢
村
で
も

８
７
５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

お
手
伝
い
頂
き
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
重
要
性
は
高
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問

　災
害
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
重
要
性
に
つ
い
て

も
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　団
体
の
方
々
の
連
携
を

図
る
べ
く
社
会
福
祉
協
議
会
と

共
に
連
携
強
化
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議会日誌（７月～９月）
７
月
３
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
９
日
　
第
32
回
戸
沢
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

　
　
15
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

16
〜
17
日
　
戸
沢
村
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
先
進
地
視
察

　
　
20
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
22
日
　
令
和
２
年
度
舟
形
大
蔵
戸
沢
間
道
路
整
備

　
　
　
　
　
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
28
日
　
令
和
元
年
度
戸
沢
村
決
算
監
査

　
　
31
日
　
令
和
元
年
度
戸
沢
村
決
算
監
査

８
月
１
日
　
７
・
28
豪
雨
災
害
県
知
事
視
察
現
地
同
行

　
　
３
日
　
山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
５
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
６
日
　
戸
沢
村
観
光
物
産
協
会
研
修
会

　
　
７
日
　
山
形
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
山
形
県
町
村
監
査
委
員
研
修
会

　
　
　
　
　
最
上
総
合
支
庁
・
戸
沢
村
災
害
箇
所
合
同
現
地
確
認

　
　
11
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
第
４
回
臨
時
議
会

　
　
17
日
　
国
会
議
員
災
害
関
連
意
見
交
換
会

　
　
27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
28
日
　
例
月
出
納
検
査

９
月
２
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
８
日
　
戦
没
者
追
悼
式

９
〜
15
日
　
９
月
定
例
会
・
決
算
特
別
委
員
会

　
　
15
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
20
日
　
戸
沢
村
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
23
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
25
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
30
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

戸
沢
村
議
会
活
動
報
告
（
７
月
〜
９
月
）

戸
沢
村
議
会
活
動
報
告
（
７
月
〜
９
月
）

　
定
住
促
進
を
目
的
に
戸
沢
村

未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
成

員
と
し
て
議
会
か
ら
４
名
の
議

員
が
選
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

７
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
、

宮
城
県
色
麻
町
、
上
山
市
な
ど

定
住
促
進
住
宅
整
備
先
進
地
を

視
察
し
ま
し
た
。

戸
沢
村
未
来
創
造

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　色
麻
町
等
視
察

　

ネ
ク
ス
ト
と
ざ
わ

　
　ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
９
月
定
例
会
会
期
中
の
９
月

14
日
、
最
上
峡
芭
蕉
ラ
イ
ン
観

光
㈱
を
会
場
に
「
ネ
ク
ス
ト
と

ざ
わ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
観
光
事
業
者
の

方
々
よ
り
、
誘
客
に
向
け
た
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
会

議
後
、
船
上
で
戸
沢
産
の
食
材

を
使
っ
た
弁
当
の
試
作
品
の
試

食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

過
去
の
災
害
を
教
訓
に

　
最
近
、
異
常
気
象
で
災
害
が

頻
発
化
し
て
、
30
年
や
10
年
に

一
度
で
は
な
く
、
３
年
や
２
年

と
、
頻
繁
に
起
き
て
い
ま
す
。

　
44
年
程
前
に
村
内
で
も
大
水

害
に
合
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
を
忘
れ
ず
、
教
訓
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

危
機
管
理
室
長

教
育
長

角間沢川（蔵岡地区）

宮城県色麻町集合住宅

中沢地区稲村橋付近に建立

ボランティア作業（災害ゴミ搬出）



問

　大
規
模
氾
濫
発
生
等
を
想

定
し
た
対
策
を
、
ど
の
よ
う
に

講
じ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

村
長

　７
月
28
日
豪
雨
に
よ
り

金
打
坊
、
出
舟
地
域
の
農
地
が

冠
水
し
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
避
難
者
数
は
３
５
７
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
よ
り

避
難
訓
練
等
を
実
施
す
る
中
で

今
後
、
意
識
を
変
え
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問

　越
水
に
よ
る
堤
防
決
壊
を

防
ぐ
為
の
堤
防
強
化
の
重
要
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長

　人
的
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
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一般質問
豪
雨
災
害
時
の
治
水
対
策
は

自
分
の
命
は
自
分
が
守
る
意
識

を
持
ち
避
難
す
る
こ
と
し
か
な

い
と
思
い
ま
す
。

　河
川
管
理
と
し
て
は
浚
渫
や

支
障
木
等
の
伐
採
、
築
堤
の
補

強
等
、
必
要
と
な
る
手
立
て
を

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

問

　全
国
的
に
見
て
も
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

危
険
地
区
に
被
災
箇
所
が
集
中

し
て
い
ま
す
。
古
口
地
域
で
は

２
３
０
軒
の
水
害
被
害
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
対
応

を
伺
い
ま
す
。

危
機
管
理
室
長

　戸
沢
村
で
は

危
険
個
所
が
89
箇
所
あ
り
ま
す
。

今
後
、
関
係
機
関
と
情
報
交
換

を
行
い
、
議
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
心
配
さ
れ
る
部
分
を

払
拭
し
て
い
き
ま
す
。

問

　戸
沢
村
上
流
の
市
町
村
で

の
堤
防
か
さ
上
げ
工
事
が
進
ん

で
い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ

の
場
合
、
最
上
川
な
ど
の
流
量

が
増
え
、
危
険
水
位
と
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
危
険
性
の
解

消
に
向
け
、
国
、
県
へ
の
要
望

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

村
長

　今
後
の
堤
防
強
化
の
重

要
性
を
要
望
し
て
行
く
の
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

問

　全
国
的
に
は
認
定
こ
ど
も

園
数
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
幼
稚
園
教
諭
資
格
取
得
な

ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
承
知

し
て
い
ま
す
。
３
月
定
例
会
の

質
問
で
も
認
定
こ
ど
も
園
の
考

え
を
伺
い
ま
し
た
が
、
現
在
の

経
過
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

教
育
長

　子
育
て
支
援
事
業
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
認
定
保
育
所
を
希
望
す

る
と
し
た
回
答
が
50
・
６
％
、

幼
稚
園
が
27
・
１
％
、
認
定
子

ど
も
園
15
・
３
％
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

か
ら
保
護
者
の
希
望
を
推
し
量

る
に
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

関
係
者
と
の
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

問

　復
興
支
援
の
為
に
果
た
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
に
つ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　に
つ
い
て

認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　に
つ
い
て

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　一
昨
年
、
戸
沢
村
で
も

８
７
５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

お
手
伝
い
頂
き
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
重
要
性
は
高
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問

　災
害
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
重
要
性
に
つ
い
て

も
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長

　団
体
の
方
々
の
連
携
を

図
る
べ
く
社
会
福
祉
協
議
会
と

共
に
連
携
強
化
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議会日誌（７月～９月）
７
月
３
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
９
日
　
第
32
回
戸
沢
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会

　
　
15
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

16
〜
17
日
　
戸
沢
村
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
先
進
地
視
察

　
　
20
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
22
日
　
令
和
２
年
度
舟
形
大
蔵
戸
沢
間
道
路
整
備

　
　
　
　
　
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
28
日
　
令
和
元
年
度
戸
沢
村
決
算
監
査

　
　
31
日
　
令
和
元
年
度
戸
沢
村
決
算
監
査

８
月
１
日
　
７
・
28
豪
雨
災
害
県
知
事
視
察
現
地
同
行

　
　
３
日
　
山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
５
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
６
日
　
戸
沢
村
観
光
物
産
協
会
研
修
会

　
　
７
日
　
山
形
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
山
形
県
町
村
監
査
委
員
研
修
会

　
　
　
　
　
最
上
総
合
支
庁
・
戸
沢
村
災
害
箇
所
合
同
現
地
確
認

　
　
11
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
第
４
回
臨
時
議
会

　
　
17
日
　
国
会
議
員
災
害
関
連
意
見
交
換
会

　
　
27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
28
日
　
例
月
出
納
検
査

９
月
２
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
８
日
　
戦
没
者
追
悼
式

９
〜
15
日
　
９
月
定
例
会
・
決
算
特
別
委
員
会

　
　
15
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
20
日
　
戸
沢
村
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
23
日
　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
25
日
　
例
月
出
納
検
査

　
　
30
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

戸
沢
村
議
会
活
動
報
告
（
７
月
〜
９
月
）

戸
沢
村
議
会
活
動
報
告
（
７
月
〜
９
月
）

　
定
住
促
進
を
目
的
に
戸
沢
村

未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
構
成

員
と
し
て
議
会
か
ら
４
名
の
議

員
が
選
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

７
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
、

宮
城
県
色
麻
町
、
上
山
市
な
ど

定
住
促
進
住
宅
整
備
先
進
地
を

視
察
し
ま
し
た
。

戸
沢
村
未
来
創
造

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　色
麻
町
等
視
察

　

ネ
ク
ス
ト
と
ざ
わ

　
　ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
９
月
定
例
会
会
期
中
の
９
月

14
日
、
最
上
峡
芭
蕉
ラ
イ
ン
観

光
㈱
を
会
場
に
「
ネ
ク
ス
ト
と

ざ
わ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
観
光
事
業
者
の

方
々
よ
り
、
誘
客
に
向
け
た
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
会

議
後
、
船
上
で
戸
沢
産
の
食
材

を
使
っ
た
弁
当
の
試
作
品
の
試

食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

過
去
の
災
害
を
教
訓
に

　
最
近
、
異
常
気
象
で
災
害
が

頻
発
化
し
て
、
30
年
や
10
年
に

一
度
で
は
な
く
、
３
年
や
２
年

と
、
頻
繁
に
起
き
て
い
ま
す
。

　
44
年
程
前
に
村
内
で
も
大
水

害
に
合
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
を
忘
れ
ず
、
教
訓
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

危
機
管
理
室
長

教
育
長

角間沢川（蔵岡地区）

宮城県色麻町集合住宅

中沢地区稲村橋付近に建立

ボランティア作業（災害ゴミ搬出）


